「グレンミラー物語」Moonlight　Serenade
“スイング・ジャズ”の元祖として知られるグレン・ミラーの半生を描いた伝記映画。
ベン・ポラック、ルイ・アームストロング、ジーン・クルーパー、コジー・コール、ベイブ・ラッシン、フランセス・ラングフォードらが本人役で出演しています。
ちなみに音楽のアレンジを担当しているのは、後に映画音楽の第一人者と言われることになった無名時代のヘンリー・マンシーニだそうです。
「カサブランカ」As Time Goes by
この映画は1943年に作られましたアカデミー賞の作品賞・監督賞・脚色賞の三賞を獲得した作品です。1943年というと実は太平洋戦争の真っただ中なのですよ。

日本が必死に鍋や包丁を軍に供出していた時代にこの映画を作ったのですからアメリカの底力を見せつけられるようですね。

おしゃれなラブストーリーに絡めてヨーロッパ戦線　特にドイツへのプロパガンダとして作られた映画とも言えます。
二枚目ハンフリーボガードと美女イングリットバーグマンが素敵なことが最高でしたね。
このラストシーンはハンフリーボガード演じるリックがポール・ヘンリード演じるラズロとイングリットバーグマン演じるイルザを亡命させるのですが、実はリックとイルザを結ばせると言うラストシーンも撮影されたそうです。

「モダンタイムス」Smile
この映画は現代にも通じる資本主義への警鐘とも言える作品でした。

ひたすらネジを回し続けてついには発狂して大きな歯車に挟まって病院送りになりますね。工場をクビになって道端で美しい少女ポーレットゴダードと出会います。

二人で家を建てる計画をしますが何をやっても上手く行かず二人手をとって街を出てゆきます。最後にこの曲が流れます「スマイル」

「明日に向かって撃て」Raindrop Keep Falling On My head
この映画は実在の銀行強盗ブッチ・キャシディとサンダンス・キッドの物語です。

ラストシーンで拳銃を手にとって走り出してストップモーションで終わるのが印象的でした。

出演者 ポール・ニューマン、ロバート・レッドフォード、キャサリン・ロス 

音楽 バート・バカラック 　主題歌 B・J・トーマス　「雨にぬれても」

「シェルブールの雨傘」 I Will Wait For You
フランスの美人女優「カトリーヌ・ドヌーブ」が主演したミュージカル映画ですね。

恋人同士の男と女が戦争で引き裂かれ、数年経ち、それぞれが幸せを見つけたという設定ですね。
「カトリーヌ・ドヌーブ」の歌は吹き替えで「ダニエル・リカーリ」という人が歌いました。
スキャットが印象的な彼女は、その後「二人の天使」という曲でヒットを飛ばして世界的にも有名になりました。

フジテレビのトリビアの泉の1コーナー「ガセビアの沼」に沈めるときにスキャットが聞こえますがそれが「ふたりの天使」のスキャットです。

ちょっと聞いてみますか？
カトリーヌ・ドヌーブは映画監督のロジェ・ヴァディムと結婚、ロジェがその後ジェーンフォンダの元に走ったために自暴自棄になってイギリスの写真家

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%87%E3%83%93%E3%83%83%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%99%E3%82%A4%E3%83%AA%E3%83%BC&action=edit&redlink=1" \o "デビッド・ベイリー（存在しないページ）" デビッド・ベイリーと結婚したのですが愛情がなかったので、その後離婚、そしてマルチェロマストロヤンニとの間にキアラ・マストロヤンニという娘をもうけました。
最後まで婚姻関係は持てなかったのですが親交は深く、マストロヤンニの葬儀の際も親子で参列したそうです。
「バグダットカフェ」Calling You
映画としては1987年制作の西ドイツの映画ですね。
日本では89年にシネマライズで公開されて大ヒットしその頃のミニシアターブームを起こした作品でもありました。

ジェヴェッタ・スティールが歌ってアカデミー賞優秀主題歌賞にノミネートされて80組みのアーティストがカバーした名曲ですね。

「ひまわり」Theme from Sunflower
マルチェロ・マストロヤンニとソフィア・ローレンが主演した戦争に翻弄される男と女を表現した歴史に残るイタリア映画の傑作ですね。主演の二人は皆さん良くご存知ですね。

戦争に行った先で怪我をしたマストロヤンニが助けられ一緒に住むことになった女性はソ連の女優さんでしたね「リュドミラ・サベーリエワ」さんです。

レニングラード・バレエ学校を卒業してレニングラード・キーロフ歌劇場に入ります。そこで「眠れる森の美女」でスクリーンデビューするとトルストイの名作「戦争と平和」のナターシャ・ロストワ役に抜擢されて、その後イタリア映画のこの「ひまわり」でも存在感のある女優さんとして登場しました。はじめてこの映画を見たときに僕はソフィア・ローレンよりも何故か印象に残った女優さんでした。

テーマ曲も同名の「ひまわり」ヘンリーマンシーニの作曲で素晴らしい作品となりました。

映画ではインストルメンタルの美しいメロディーが印象的でしたね
そしてこの曲を歌ったのは日本でも有名なスコットウォーカーという白人男性でした。

日本ではシャンソン界では知られている老舗の「ウナカンツォーネ」の村上進さんが歌って直村慶子さんが日本語の歌詞をつけたそうです。
今はもう村上さんも直村もお亡くなりになったそうです。
今日の映画音楽特集は奇しくも無名時代のヘンリーマンシーニで始まり映画音楽の第一人者になったヘンリーマンシーニで終わるという構成でお送りいたしました。

それでは美しいソフィア・ローレンを乗せた汽車がヒマワリ畑を走り抜けるシーンを思い浮かべながら日本語の歌詞で聴いてください。「ひまわり」です。
